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大学の講義では講義ごとにいろいろな課題が出されていると思います。その形式も、レポート、パワーポイン

ト、感想文、書評などさまざまです。今回は、その中でも書評の書き方について説明します。

１．書評って何？ 

 そもそも書評とは何でしょうか？課題文やテキストを読んで記述するなら、レポートや感想文と似ているかも

しれません。吉田健正1は「新聞や雑誌、紀要などには書評（ブックレビュー）というのがありますが、それはク

リティカル・リーディングの高度なもの」（p.19）と書評の特徴を述べています。そして、「なかには読書感想文

のようなエッセイ風の書評もありますが、特定の専門家が、その批評眼をもってほかの読者のために本に評価を

くだすのが本当の書評」（p.19）と定義づけています。このような記述や書評という文字自体からもわかるよう

に、書評は“批評的な視点を持って書を評する”ことが目的となります。 

２．書評の書き方 

 「批判的な視点を持って書けばいいなら楽勝！」と思う方もいるかもしれませんが、そんな一筋縄ではいかな

いのが、書評です。単純なダメだしでは書評とは言えません。では、どのように書評を書けばいいのでしょうか。 

ここでは、書評の書き方を具体的に紹介します。まず、書評するテキストの読み方です。 

【テキストの読み方とメモ】 

①テキストの著者のテキスト内での目的は何か？

→ このテキストはどのような目的で何のために書かれているのかをチェック！

②意味のまとまりを考えて読み進める。

→ 本なら章ごと、第 1章だけのような章のみなら節ごと、雑誌や新聞記事なら意味段落ごと

→ 読んだまとまりごとに、200字～300字ほどで要約してみよう！

→ 各まとまりはどのような関係でつながっている？

③このテキストで明らかになったことは何か？

→ 目的と相対的になっているか確認しよう。

→ 研究方法、使用したデータやソースは何か？

④自身（書評をする人）が気になった点は何？

→ 批判的な視点を持って、研究方法やデータにツッコミ（疑問点や批判的な意見）を入れてみよう！！

 これで書評を書く下準備は万端です。では、本題の書評を書いていくことに入ります。先ほどのテキストを読

みながらメモしたことを活かすと簡単に書けます。それらを文章として構成すれば書評は完成です。今回は、人

文系 TAが実際の講義で提出した書評をもとに説明していきたいと思います。 

1 吉田健正 2013『大学生と大学院生のためのレポート・論文の書き方［第 2 版］』ナカニシヤ出版 

参考になった点 

新たな知識となった点は
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【第一段落】 

目的と研究方法を示している。 

【第二～五段落】 

・各節の内容の要約を行う。 

・具体例は細かく記載しない。 

・文章中の言葉や記述を引用する

場合はページ数を記す。 

【第六段落】 

各章で述べたこと（研究方法や考

察）を一言でまとめ、著者が明ら

かにしたことを記す。 

【第七段落】 

自身（書評をする人）のツッコミ

（疑問点や批判的な意見）から問

題提起を行う。 

※ 著者→テキストを書いた人 

筆者→書評を書く人（自分） 

【第八段落】 

・批判的な意見となる理由を述べる。 

【第十段落】論を結ぶ。 


